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住民協働課の目標（平成２２年度）自己評価書 

 

住民協働課長 岡野 義広 

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

１ 住民活動の推進と地域づくりの支援 

地域の活性化や課題等に取組むための、住民団体等の自由で自発的な公益活動に対す

る住民提案型の住民公益活動補助金の交付や、井戸端（酒々井町交流サロン）・ミーテ

ィングルームなど活動拠点の支援により住民活動団体の活性化を図るとともに、住民活

動団体交流会を通じてその活動状況を広め、団体どうしの連携強化を図ります。 

 

 

 

 

２ 協働意識の普及と啓発 

公共や公益を担い支えるのは行政だけではなく、町民等との協働のうえに成り立つと

いう意識を持ち、協働のまちづくりへの理解を深めるための講演会や研修会を実施しま

す。 

 

 

 

３ 高齢者・団塊世代の生きがい就業支援 

高齢者や団塊の世代の社会参加と生きがい就労を目的とした「酒々井町シルバー人材

センター」の運営を支援します。 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

・住民公益活動補助金を６団体へ交付した。 

・交流サロンの利用率が上昇した。 

・住民活動団体交流会を年間３回開催し、延べ６７名、３

７団体の参加があった。 

・活動団体大集合「地域デビューしてみませんか」を開催、

１２団体の紹介等を行った。このことにより、各団体間の

連携を図ることができた。 

 

 

・協働のまちづくりを推進するため、講師（千葉大学法経

学部関谷昇准教授、ちば市民活動・ＮＰＯ市民事業サポー

トクラブ牧野昌子代表理事）による協働のまちづくり職員

研修会を３回開催した。全国小さくても輝く自治体フォー

ラムの参加、長野県阿智村岡庭一雄村長の講演会に参加し

た。 

 

・補助金として１４０万円を交付した。 

 

 

達成度：H23.3.31の自己評価 

５ 目標を完全に達成した。  

４ 目標を概ね達成した。 

３ 目標を一部達成した。 

２ 目標をほとんど達成できなかった。 

１ 目標をまったく達成できなかった。 
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４ 男女共同参画社会形成の促進 

男女共同参画社会形成についての理解を深めるため、県から委嘱される地域推進員と

協力して啓発事業や情報提供を行い、男女共同参画社会形成への意識を高めていきます。 

 

５ 地区集会所等への補助 

各地区の集会所等に対して管理費、修繕費、増改築費、建築費を補助します。また、

平成２３年度に尾上青年館の建替えが予定されているので建築費補助の準備を進めま

す。 

 

 

６ チャレンジ目標 

協働のまちづくりの中長期目標として、町民の自主的な公益活動の環境づくりや、協

働の指針づくり等を含んだこれからの酒々井町の協働のあり方について町民と共に検討

していきます。 

男女共同参画社会形成の中長期目標として、各種計画等の中の位置付け等を見直すた

めの組織づくりや、広報・啓発活動を展開し男女共同参画意識を普及させていきます。 

 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

・千葉県男女共同参画地域推進員北総地域セミナーの参加

運営協力をした。 

 

 

・各地区集会所に対して管理費補助金を交付した。 

・中央台集会所、トヶ崎自治会館、成城台集会所に対して

修繕補助金を交付した。 

・尾上青年館建て替えについての建築補助金を平成２３年

度に予算化した。 

 

・協働のまちづくりを推進するため、専門講師（千葉大学

法経学部関谷昇准教授、ちば市民活動・ＮＰＯ市民事業サ

ポートクラブ牧野昌子代表理事）による協働のまちづくり

職員研修会を３回開催した。町民及び職員を対象に、全国

小さくても輝く自治体フォーラムの参加、長野県阿智村岡

庭一雄村長の講演会の参加、酒々井の魅力再発見シンポジ

ウムを開催した。 

・千葉県男女共同参画地域推進員と協力し、広報・啓発活 

動の一つとして、地域推進員セミナーへの参加を周知し、

運営協力した。 

 


